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総合評価 

品種改良の成果とそれに基づく特許化、学術的成果、ともに優れた成果を挙げてい

ると評価できる。頑健・短稈化技術に関するフェーズ 1 の FS として十分な取り組み

がなされた。今後は外部機関での検証による課題抽出など、技術的取り組みにより実

装を加速すると共に、具体的なビジネスプランの構築とそれに基づいた事業化のため

の体制構築が必要となる。農業分野における重要課題であり、今後の進展を期待する。 
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